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究会でメンバーの論文構想・草稿を批判的かつ生産的に検討し合い，さらには
2 年度にわたって夏季にメンバー間で集中的に論文構想・草稿を検討する機会
を設けて（2012 年度，2013 年度）できあがったのが今回のセンター報告である．
執筆者それぞれの核となる規範観や秩序観のたぎった本書が，我々と同じよう
なエートスでありながら，我々と異なりうる独自の核となる規範観や秩序観を
持った読者の一助となれば幸いである．
　このたびのセンター報告の刊行に際して，多くの方々による直接的・間接的
な支えがあった．各論文の完成には，立命館大学生存学研究センターの教員・
事務局・関係者ならびに各執筆者の出身研究科・所属先の教員・事務局・関係
者による指導・支援はもちろんのこと，国内外の学会や他の研究会の報告など
で行われたフォーマルな質疑応答，懇親会や酒席でのインフォーマルな議論，
友人・家族・パートナー・同居人（猫）といった親密圏でのコミュニケーショ
ンなどにも多くを負っている．そして，生活書院の高橋淳氏にも非常にお世話
になった．各執筆者を代表して，編者から，これらの方々に厚くお礼を申し上
げる．
　最後に，「ユニベール財団」の「『健やかでこころ豊かな社会をめざして』を
基本テーマとした研究助成金」による援助を受けていることを付記し，感謝の
意をここに示す．
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